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大
学
の
教
育
、
研
究
は
多
様
化
、
複

雑
化
し
、
そ
れ
を
支
え
る
職
員
に
は
業

務
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
あ
る
べ
き
職
員
の

姿
を
議
論
し
て
き
た
本
学
で
も
、
そ
の

理
想
像
を
高
い
位
置
に
置
か
ざ
る
を
得

ず
、
近
年
は
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
無

視
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１

２
年
に
策
定
し
た
中
長
期
計
画

「W
A

SED
A

 V
ISIO

N
 150

」で
は
、

こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
職
員
個
々

の
能
力
育
成
と
、
組
織
の
業
務
構
造
改

革
の
両
輪
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　「
個
」
の
能
力
育
成
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
種
近
い
研
修
や
そ
の
補
助
制
度

を「W
A

SEDA
 STA

FF College

（
ス

タ
カ
レ
）」
と
し
て
体
系
化
し
、
１
冊

の
電
子
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
加
え

て
、
職
歴
、
資
格
、
研
修
受
講
歴
、
考

課
結
果
な
ど
を
蓄
積
で
き
る
「
職
員

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
各
職
員
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
を
可
視
化
し
、
不
足
す

る
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
に
気
づ
い
た
ら
、

対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を「
ス
タ
カ
レ
」

で
探
す
。
両
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
自
律

的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
可
能
で
す
。

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
際

は
、
単
に
個
が
力
を
付
け
て
終
わ
り
で

は
な
く
、
職
員
間
の
学
び
合
い
や
連
携

が
進
む
仕
掛
け
を
組
み
込
も
う
と
意
識

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
１
年

度
よ
り
始
ま
っ
た「
学
び
場
カ
レ
ッ
ジ
」

で
は
、
中
堅
・
若
手
職
員
が
講
師
を
務

め
、
職
員
が
活
躍
し
た
学
内
の
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
。
取
り
組
ん
だ

職
員
の
思
い
に
触
れ
、
職
員
間
の
対
話

を
促
し
ま
す
。

　「
組
織
」
の
業
務
構
造
改
革
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
業
務
委
託
や 

    ＊
　Ｒ

Ｐ
Ａ
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、授
業
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
約
や
入
試
で
の
面
接
時
間
の
通

知
と
い
っ
た
「
各
部
署
に
あ
る
、
業
務

量
は
小
さ
く
、
内
容
も
少
し
ず
つ
異
な

る
た
め
、
集
約
し
て
委
託
や
自
動
化
す

る
と
か
え
っ
て
コ
ス
ト
が
高
い
」
業
務

が
多
々
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
挑
戦
し
て
い
る
の
が
、
例
え

ば
各
種
書
類
を
全
学
的
に
電
子
化
し
た

う
え
で
、
そ
れ
ら
の
自
部
署
用
自
動
処

理
シ
ス
テ
ム
を
担
当
職
員
自
身
が
つ
く

る
取
り
組
み
で
す
。
処
理
ツ
ー
ル
の
使

い
方
を
学
べ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
コ
ン
テ

ン
ツ
を
２
０
２
２
年
１
月
に
公
開
す
る

と
、
４
月
に
は
現
場
か
ら
10
種
以
上
の

シ
ス
テ
ム
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
６

月
に
は
、
こ
れ
ら
ツ
ー
ル
の
活
用
事
例

を
は
じ
め
、
全
職
員
が
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ

を
出
し
合
い
共
有
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

　「
学
び
場
カ
レ
ッ
ジ
」
や
オ
ン
ラ
イ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
置
は
、
学
部
や

部
署
を
越
え
た
学
び
合
い
、
助
け
合
い

を
生
ん
で
い
ま
す
。
本
学
は
も
と
も
と

学
部
や
部
署
の
独
立
性
が
高
く
、
他
で

何
を
し
て
い
る
か
が
見
え
に
く
い
面
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
そ
の
傾
向
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
内

で
活
躍
す
る
人
や
、
意
欲
的
な
取
り
組

み
を
見
え
る
化
す
る
し
く
み
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、自
学
が
持
っ
て
い
た「
す

ご
さ
」
に
個
々
が
気
づ
き
、
連
帯
感
や

業
務
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
、見
据
え
る
の
は
学
び
合
い
、

助
け
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
学
間

に
広
げ
る
こ
と
で
す
。
全
国
の
職
員
間

に
数
々
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が
芽
生
え
、「
日

本
の
大
学
、
い
け
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と

皆
が
自
信
を
持
つ
。
そ
ん
な
活
性
化
を

本
学
が
リ
ー
ド
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
ほ

ど
誇
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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部署を越えた職員間連携を促し
学び合い、助け合う組織へ
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＊Robotic Process Automation。人がコンピュータで行っている業務をロボットにより自動化する技術

組織力を高める主な取り組み

特集  あの大学が元気な理由

▶「WASEDA VISION 150」における核心戦略の一つに「教職員の役割と評価の明確化」
　を挙げ、職員の「人材育成行動指針」「（2032年に）目指す姿」を明文化
▶人事部が管轄する職員研修では、その研修が「WASEDA VISION 150」の
　何を達成するためのものなのか、必ず説明
▶職員理事が、強い職員組織をつくるために、「革新力」「信頼力」「成長力」が必要
　とのメッセージを全職員に文書で発信（2019年）

▶入職１年目の職員対象「授業運営支援研修」開講。
　約１年間、教員の課題に応えながら授業支援を行う
▶全職員を対象にした「学び場カレッジ」開講。
　先輩職員が講師となり、年数回、
　学内のグッドプラクティスを共有
▶全職員を対象にしたオンラインコミュニティを設置。
　日頃関わりのない職員同士が
　自主的に頼り合う場として機能

▶「職員業務構造改革」として、各部署に共通する業務を集約
▶「業務プロセス最適化プロジェクト」として、研究支援、人事、出張などの
　各種業務をシステム化
▶2022年、「職員業務トランスフォーメーション推進プロジェクト」を設置。
　各種手続の電子化と、業務担当職員自らの手による自動化に取り組む

目的、
ゴールを
共有する
しくみ

教職間、
職員間の
連携を促進
するしくみ

職員業務の
効率化の
工夫

各組織の独立性が強かった早稲田大学だが、職員同士のつながりを強化することにより、
顔を知らなくても頼り合える、大規模大学ならではの新たな職員文化を醸成中だ。

早稲田大学

全職員参加のコミュニティ発足
部署を越えたノウハウ共有が進む

共有されたグッドプラクティス例

　「中国在住者からファイルを受け取るためにはどんなフォーマットが適してい
ますか？」「留学センターではこの方法で文字化けせずに受け取れています」。
　2022年６月、職員同士が日常的に学び合い、助け合う場として設置された
オンラインコミュニティは、Teamsのチャット機能を使って運営されている。チー
ムメンバーは、全専任職員、常勤嘱託職員。設置から数週間の段階で発言は
活況を呈し、草の根の連携が生まれている。会話に直接参加していない閲覧
者も、「いいね」をつけてリスペクトを表明し、議論に活気を与えられる。
　書き込みが少ない状態で発言するとめだつからと、尻込みする人ばかりだと
こうしたしくみは盛り上がらないが、「一部署の中では“出る杭”だとしても、全学
から“出る杭”が集まればもうめだたない。1,200人もの職員がいる。問いかけれ
ば、どこかしらに先行事例があるケースが多い」（野地氏）と、職員が大規模大
学の組織力を実感するしくみとして機能している。
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注目！ Teams上に展開されているコミュニティ

「Good Resources」（業務に役立つ情報の共有）、
「Good Practices／Tips」（実践例の共有）、
「疑問解消・お困りごと相談」の３チャンネルがある

【学生の海外派遣対応】
コロナ下で海外派遣可否状況が二
転三転した際、学生の要望に寄り添
う対応をした留学センターの事例

【学部間の業務連携】
学部ごとに実施する英語学位プログ
ラムの運営について、担当職員が学
部を越えて協働した事例


